
  

第25回喜多方市地域公共交通会議 会議録 

 

１ 開催日時  平成29年３月14日（火）午前10時00分～午前11時15分 

 

 

２ 開催場所  喜多方市役所 ２階 庁議室 

 

３ 出席した委員 26 名 

 

   山口 信也 委員  会沢 直好 委員    庄司 一雄 委員    鈴木 弘之 委員 

   渡部 庄司 委員    今井   誠 委員    渡部 幸博 委員  鈴木 敏生 委員 

     星   隆 委員  遠藤   章 委員  津田 弘幸 委員  冨田 幸雄 委員   

  田中 敏継 委員  佐藤 義昭 委員  荒川 新一郎 委員  山田 義人 委員 

木須 行孝 委員  斎藤 康博 委員  五十嵐 智 委員  和知  聡 委員 

佐々木 敏 委員  高橋  篤 委員  風間 常義 委員  檜澤 佐京 委員 

岩瀬 洋一 委員  佐藤 寅記 委員 

 

４ 欠席した委員 ８名 

 

   澤井   淳 委員  宍戸 紳一郎 委員    花見 平馬 委員  外島 道雄 委員 

  真壁 健治 委員  渡部 博之 委員  鈴木  守 委員  大塚 哲弥 委員   

 

５ 説明のため出席した者 

   事務局長（生活防災課長）         赤枝 幸浩 

   事務局 （生活防災課長補佐）        五十嵐 慎 

   同   （生活防災課市民生活係長）    渡部 洋一 

       （株式会社ケー・シー・エス）   石田 洋平 

       （株式会社ケー・シー・エス）   岡田 和哉 

 

      ※オブザーバーとして、関係市町村公共交通担当者３名、各総合支所住民課長３名 

が出席 

 

６ 配布資料 

・第２５回喜多方市地域公共交通会議次第 

・資料１ 喜多方市地域公共交通網形成計画（素案）について 

・資料２ 平成 28 年度喜多方市地域公共交通会議補正予算（第２号） 

・資料３ 予約型乗合交通の運行計画について 

・資料４ 平成 29 年度事業計画について 

・資料５ 平成 29 年度喜多方市地域公共交通会議歳入歳出予算 

・喜多方市地域公共交通網形成計画（素案） 

  

７ 会議の経過 

  （１）開 会 

  （２）会長あいさつ 

  （３）報告 

     規約第８条第１項の規定により、会長である山口信也委員が議長となり開議した。 

(午前 10時 05 分) 

 

 



  

○喜多方市地域公共交通網形成計画（素案）について 

 ・議長が事務局に説明を求めた。 

 ・事務局が資料により報告を行った。 

 ・議長が意見・質疑を求めたところ、次の意見があった。 

        （委 員）   資料４ページの「事業⑤-３地区で支える公共交通の仕組みの構築」

に定時定路線型による運行への転換とあるが、具体的にはどのよ

うなことを考えているのか。 

        （事務局） 今は予約をした所に回って行っているが、予約が入らなくても、

利用が多い路線については、路線バスのように時間や乗降場所を

決め、必ず走らせるかたちで転換できればと思う。今までは必ず

予約が入らないと走らなかったが、予約が入らなくても必ず走ら

せるというかたちで対応し、利用者の増加に繋がっていければと

考えている。実際にやるということではなく、そういった転換が

できるかどうか検討していきたいと考えている。 

        （委 員） この事業の中で検討しているのか。 

        （事務局） 今後、再編実施計画の中で、平成２９年度に検討できればと考え

ている。 

        （委 員） 資料４ページの「事業②-１路線バスの維持・活性化」に国庫補助、

県単補助などによる財政支援の活用とあるが、現状と将来の見通

しについて教えていただきたい。 

        （事務局） 現在、路線バスについては、地域間幹線系統ということで国県補

助を受けている。補助を受けるのに１日当たりの平均乗車数が１

５人以上などの条件があるが、被災地特例ということで、条件が

ある程度緩和されている。今のところ、平成３２年まで、関係す

る路線の１キロ以内に仮設住宅等がある場合は、国県補助を受け

ることができる。荻野線については、県に委託バスの申請をして、

補助を受けている。今後も路線の見直しをしながら、国県補助を

活用し、路線の維持等を目指していく。 

        （委 員） 金額的にはどうなのか。 

        （事務局） 路線バスについては、国県補助が約 2,400 万円。荻野線の県補助

については、約 210 万円の補助をいただいている。 

        （委 員） 資料４ページの「事業⑤-１民間企業等との連携」で一部の医療機

関などが運行する送迎バスとの連携を図るため、民間企業に働き

かけながら、公共交通への利用転換とあるが、実際に民間企業が

運行しているのは無料だと思うが、公共交通だとお金を払わなけ

ればいけなくなるので、それを具体的にどのようにしてやるのか。

もう一つは、「事業⑤-２福祉や観光等との連携」でこれまでの観光

客向けサービスを継続とあるが、具体的にどのようなことをやる

のか。 



  

        （事務局） 「事業⑤-１民間企業等との連携」については、送迎バスを走らせ

ている路線を公共交通に転換していただき、その分の負担部分を

民間企業の方からいただくようなイメージをしている。 

「事業⑤-２福祉や観光等との連携」については、土日に走らせてい

たぶらりん号を継続しつつ、平日も観光客が利用できるような公共

交通を構築できないかどうか検討していきたい。 

        （委 員） 資料４ページの「６．施策の進め方と評価」で住民の役割にサー

ビスを受けるだけでなく、公共交通を支えるために取り組むとあ

るが、これは何を住民に期待しているのか具体的に教えていただ

きたい。もう一つは、素案の４２ページの方針④で「主な交通結

節点の利用者数」が、1,527 人/日から 1,200 人/日へと減っている

が、これは利用減を見ているのかどうか教えていただきたい。 

        （事務局） 住民の役割については、住民の方々との懇談会で利用状況等を確

認しながら、実際に住民の方々が中心となって、公共交通を動か

している所もあるようだが、そこまでは難しいにしても、住民の

方々に少しでも関わっていただき、公共交通を支えていただける

ような機会と意識づくりをできればと考えている。具体的な方法

は検討段階である。「主な交通結節点の利用者数」については、駅

の利用者等を想定している。喜多方市は平成３２年までに約 8.5％

の人口減という人口ビジョンになっている。交通結節点の調査で、

今後利用者数が約３割減るのではないかと予測されている。減る

ということではあるが、３割減るところを２割程度の減少でとど

めたいと考え、数値を出させていただいた。 

        （委 員） 一つ目は、住民と共に交通ネットワークづくりを模索していくと

いう考え方のようだが抽象的で分かりづらい。もう少し検討が必

要だと思う。交通結節点の問題は、観光客を何とか増やそうとい

う施策を片方で持っていて、実際には人口や利用者の減少という

予測とのギャップについては検討しなかったのか。 

        （事務局） 観光客も増やしていくということで検討はしていた。主な交通結

節点の利用者数が、観光で入ってくる部分も含め、３割減になる

という予測がされている。観光客等が入って１割増を確保すると

いうことで、減少を３割が２割程度にしたいと考えた。 

        （議 長） 問題は公共交通である。いかに住民の方に利用してもらい、利便

性を高めていくかということが基本である。自家用車で送迎をし

ても、次は高齢化の問題がある。年齢等の構成や基本的なものが

変わっていく中で、公共交通を頼りにするニーズも高くなる。交

通結節点の利用者数で、観光客を頼りにするのではなく、喜多方

市民の足をいかに確保するかが公共交通の役目だと思う。実効性

を図っていかなくてはいけない。例えば、デマンドは交通事業者

の方々が努力されているが、数％の所もある。利便性を上げるた



  

めには、予約の手間等をいかに改善していくかである。そうした

点からも住民との話し合いが重要である。委員の皆様からも、こ

の会議だけではなく、お気付きの点を事務局の方にご連絡いただ

きたい。 

        （委 員） 資料１ページの２．計画の概要（３）区域で喜多方市全域及び近

隣市町村とあるが、素案の２ページ、「１―４．の計画の区域」で

は、喜多方市全域としつつ、会津若松市や会津坂下町、湯川村、北

塩原村との連携を図りながら検討するとあるので、要約版の方で、

少し言葉足らずだということだとは思うが、基本的には喜多方市

全域で、隣接市町村とは連携を図っていくということで理解して

いる。 

素案については、支局の方で地域公共交通活性化・再生法に則った

記載にきちんとされているかどうかを事前にチェックさせていた

だき、概ね記載事項が網羅されており有効なものである。また、今

の皆さんのご意見を踏まえ、再検討されたものについてチェックし

て、きちんとしたものを提出していただきたいと思っている。 

        （議 長） 今日の意見等も踏まえて、これからもご指導をいただきたい。他

に意見・質疑がないようであれば、承認ということでご理解を賜

りたい。 

        （満 場） 異議なし。 

 

○平成 28 年度喜多方市地域公共交通会議補正予算（第２号）について 

 ・議長が事務局に説明を求めた。 

 ・事務局が資料により報告を行った。 

・議長が意見・質疑を求めたが、意見・質疑はなく承認された。 

 

○予約型乗合交通の運行計画について 

 ・議長が事務局に説明を求めた。 

 ・事務局が資料により報告を行った。 

 ・議長が意見・質疑を求めたところ、次の意見があった。 

        （議 長） 基本は２８年度を踏襲するということか。 

        （事務局） そのとおりである。まだ変更はある。 

        （議 長） 運行計画について、色々ご意見があれば、委員の皆様や交通事業

者の方々とよく協議をしながら改善をしていきたいという趣旨の

説明であった。 

        （委 員） 資料１１ページの喜多方市街地の指定乗降場所の数は何か所か。 

        （事務局） ２３か所ある。 

        （委 員） 変更はないのか。 



  

        （事務局） 新道観光駐車場についは廃止予定なので、名称が変わることにな

る。ご了解をいただきたい。 

        （議 長） 他に意見・質疑がないようであれば、承認をいただきたい。 

        （満 場） 異議なし。 

 

○平成 29 年度喜多方市地域公共交通会議事業計画について 

 ・議長が事務局に説明を求めた。 

 ・事務局が資料により報告を行った。 

・議長が意見・質疑を求めたが、意見・質疑はなく承認された。 

 

○平成 29 年度喜多方市地域公共交通会議歳入歳出予算について 

 ・議長が事務局に説明を求めた。 

 ・事務局が資料により報告を行った。 

 ・議長が意見・質疑を求めたところ、次の意見があった。 

        （委 員）  予算額を見ると、諸収入の運賃収入が 990 万の減額になってい

る。極力財源を確保していただくよう要望する。 

 

○その他 

        （事務局） 資料と共にお渡しした封筒については、交通会議の委員の任期が

２年ではあるが、この時期、人事異動により２年を待たずして、

委員を変更する場合は、後任の方を選出し、承諾書の提出をお願

いしたい。異動がない場合には異動確認書だけ提出いただき、異

動がある場合には後任の方の承諾書も必要になるので、異動確認

書と一緒に送っていただきたい。来年も再編実施計画のご協議を

いただくので、役員の引き継ぎと書類の提出をお願いしたい。 

 

（４）その他 

        （事務局） 先日の議会で、高齢者の免許証自主返納対策が正式に決定した。

４月号の広報誌に掲載する予定なので、ご覧いただければと思う。

体の不調等で免許証を返納しなくてはいけない６５歳以上の高齢

者の方の支援ということで対応する。特に、交通事業者の皆様方

にはご協力いただくことになるので、よろしくお願いしたい。 

        （議 長） 免許証自主返納についても、議会にて全会一致で承認をいただい

た。 

 

 ○議長が協議の終了を宣言した。 （午後 11時 15 分） 

 

（５） 閉 会 （午後 11 時 15 分） 


